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昭
和
二
十
五
年
三
月
稿

紀
州
に
於
け
る
銅
鐸
文
化

芝
口

常
楠

銅
鐸
は
稍
扁
平
状
を
な
せ
る
鐘
形
の
銅
製
品
で
、
日
本
特

有
の
も
の
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
中
華
国
古
代
の
所
謂
銅
鐸

と
称
す
る
も
の
と
は
全
く
異
な
り
、
只
形
状
の
上
に
於
い
て。

似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
名
を
借
り
た
の
に
過
ぎ
な
い

故
に
銅
鐸
の
名
を
否
と
す
る
学
者
も
あ
る
が
、
今
は
古
来
の

慣
用
に
従
っ
て
一
般
に
こ
の
名
を
用
い
て
い
る
。
彼
の
全
く

楽
器
な
る
に
、
こ
れ
は
楽
器
と
し
て
鳴
る
べ
き
機
能
を
有
す

る
や
否
や
に
つ
い
て
も
疑
わ
し
く
、
第
一
そ
の
製
作
は
薄
手

で
左
右
に
鰭
を
つ
け
、
上
部
は
鉦
を
な
し
耳
飾
を
有
し
、
鐸

身
上
部
に
穴
の
あ
る
を
普
通
と
し
む
し
ろ
鳴
ら
す
べ
き
も
の

で
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
銅
鐸
は
我
国
の
古
い
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
萬
葉
集

に
も
所
見
な
く
、
又
伝
説
に
も
あ
ら
わ
れ
ず
、
只
発
掘
の
歴

史

あ
る
の

み
で
あ
る

。
即
ち
最
も
古
い
記
録

と
し
て
は
扶

。

桑
略
記
天
智
天
皇
の
七
年
滋
賀
の
都
を
奠
め
て
崇
福
寺
を
草

(

六

六

八

年

)

創
せ
し
時
に
発
掘
し
、
次
に
続
日
本
紀
和
銅
六
年
大
和
国
宇

(

七

一

三

年

)

陀
郡
長
岡
野
で
発
見
、
同
書
承
和
九
年
六
月
若
狭
に
於
い
て

(

八

四

二

年

)

も
発
見
さ
れ
た
の
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
當
時
千
有
余
年
の

昔
に
お
い
て
既
に
地
中
に
埋
没
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
起
源
の
古
い
こ
と
は
想
像
の
外
で
あ
る
。

古
代
人
は
何
の
た
め
に
こ
の
銅
鐸
を
使
用
し
た
か
に
つ
い

て
も
学
者
間
に
定
説
な
く
学
界
の
な
ぞ
に
な
っ
て
い
る
。
或

は
イ
ン
ド
の
阿
育
王
の
宝
塔
な
り
と
言
う
も
、
印
度
及
び
中

華
に
お
い
て
そ
の
出
土
が
な
く
海
外
に
お
い
て
は
只
朝
鮮
の

東
南
部
に
あ
る
の
み
で
、
日
本
特
有
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
、
も
そ
の
出
土
の
地
域
は
限
ら

れ
、
畿
内
を
中
心
と
し
て
東
は
に
遠
江
に
多
く
、
而
し
て
遠

く
は
な
れ
て
伊
豆
に
一
個
を
見
出
し
、
美
濃
加
賀
を
境
し
、

西
は
四
国
に
お
い
て
阿
波
も
っ
と
も
多
く
讃
岐
・
土
佐
に
及

ん
で
い
る
が
伊
予
か
ら
は
出
な
い
。
中
国
地
方
も
石
見
・
安

芸
に
そ
の
出
土
を
見
る
が
そ
の
数
少
な
く
九
州
に
は
全
く
見

出
せ
な
い
。
朝
鮮
東
南
部
慶
州
で
発
掘
さ
れ
た
の
は
二
個
で

少
し
く
形
式
を
異
に
し
て
い
る
が
、
銅
鐸
及
び
銅
鏡
の
伴
出

で
注
意
を
い
く
。
銅
鐸
は
中
華
及
び
朝
鮮
よ
り
我
国
に
渡
來

し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
今
出
土
上
の
分
布
区
域
か
ら
は
そ
う

は
思
わ
れ
な
い
。

さ
て
こ
の
銅
鐸
は
古
來
ど
の
位
発
掘
さ
れ
て
い
る
か
と
言

え
ば
梅
原
末
治
博
士
の
昭
和
二
年
発
行
の
“
銅
鐸
の
研
究
”

(

一

九

二

七

年

)



に
よ
れ
ば
出
所
な
ど
不
明
の
も
の
三
十
個
、
海
外
に
あ
る
も

の
六
個
、
朝
鮮
出
土
の
も
の
二
個
を
加
え
て
二
百
十
四
個
に

達
し
、
そ
の
中
最
も
多
き
は
近
江
の
二
十
二
個
、
三
河
の
二

十
個
、
阿
波
の
十
四
個
、
我
が
紀
州
に
あ
っ
て
は
同
書
に
記

載
す
る
も
の
九
個
、
こ
れ
に
脱
漏
し
た
も
の
も
あ
り
、
其
の

后
の
発
見
発
掘
に
よ
っ
て
、
今
日
に
お
い
て
は
出
土
不
明
の

二
個
を
除
い
て
も
総
数
二
十
一
個
の
多
数
に
上
り
、
畿
内
中

心
地
の
大
和
の
九
個
、
和
泉
の
六
個
よ
り
遥
か
に
多
い
。
今

日
に
お
い
て
は
日
本
全
国
に
お
け
る
数
も
以
上
所
蔵
の
数
よ

り
相
当
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
埋
没
状
態
に
つ
い

て
は
流
さ
れ
て
來
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
又
故
意

に
埋
め
た
と
見
る
べ
き
も
の
も
多
く
、
故
喜
田
貞
吉
博
士
は

銅
鐸
は
そ
の
民
族
の
も
つ
所
の
宝
器
で
実
用
品
で
な
い
。
ア

イ
ヌ
族
の
宝
器
鍬
形
な
る
も
の
と
同
じ
く
実
用
を
離
れ
て
來

た
も
の
で
、
其
の
民
族
の
衰
退
と
共
に
も
っ
と
も
安
全
と
思

わ
れ
る
地
中
に
埋
蔵
隠
匿
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

猶
銅
鐸
の
出
土
に
つ
い
て
考
う
べ
き
こ
と
は
そ
の
多
く
は

伴
出
物
は
な
く
單
独
な
出
土
が
多
い
こ
と
で
、
之
が
銅
鐸
文

化
及
び
時
代
を
考
察
す
る
難
関
と
な
っ
て
い
た
。
時
に
は
そ

の
付
近
か
ら
弥
生
式
土
器
、
石
器
類
の
出
た
と
こ
ろ
は
は
あ

る
が
、
も
っ
と
も
注
意
を
ひ
い
て
の
は
大
正
七
年
五
月
五
日

(

一

九

一

八

年

)

大
和
国
南
葛
城
郡
吐
田
郷
村
大
字
長
柄
に
お
い
て
溜
池
工
事。

中
発
見
し
た
銅
鐸
と
共
に
一
個
の
銅
鏡
が
表
れ
た
事
で
あ
る

こ
の
鏡
は
学
者
の
認
め
て
い
る
前
漢
時
代
の
式
と
す
る
四
乳

葉
紋
鏡
や
方
格
四
乳
葉
紋
鏡
に
近
似
す
る
外
、
從
來
の
鏡
に

類
を
見
な
い
構
図
で
あ
る
と
言
い
、
之
と
全
く
同
一
形
式
の

遺
品
が
長
門
国
豊
浦
郡
安
岡
村
で
出
土
し
、
其
他
沿
海
州
や

朝
鮮
に
も
出
た
し
、
而
か
も
銅
鐸
な
ど
の
伴
出
も
あ
っ
て
銅

鐸
の
年
代
観
を
初
め
て
樹
立
す
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。飜

っ
て
我
紀
州
に
於
け
る
出
土
の
銅
鐸
は
す
べ
て
二
十
三

個
で
袈
裟
襷
紋
様
を
有
し
、
そ
の
製
作
か
ら
銅
鐸
の
後
期
に

属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
出
土
の
分
布
区
域
を
見

る
に
古
墳
時
代
よ
り
歴
史
時
代
に
か
け
て
最
も
繁
栄
し
た
と

思
わ
れ
る
紀
北
地
方
に
お
い
て
、
只
粉
河
寺
の
一
個
が
、
そ

れ
も
記
録
に
の
み
残
っ
て
い
る
だ
け
で
如
何
に
も
淋
し
い
。

有
田
郡
に
入
っ
て
四
個
、
有
田
川
河
口
付
近
よ
り
出
で
、
日

高
郡
に
入
っ
て
断
然
多
く
十
一
個
に
及
び
、
日
高
平
野
、
南

部
平
野
付
近
に
限
ら
れ
、
而
し
て
他
郡
出
土
品
の
中
小
型
な

る
に
比
し
大
型
品
の
多
き
は
注
意
に
値
す
る
。
西
ム
ロ
郡
に

お
い
て
は
六
個
、
田
辺
平
野
及
び
富
田
川
平
野
付
近
よ
り
出

で
し
も
惜
し
い
事
に
は
発
掘
よ
り
転
々
人
手
に
わ
た
り
確
た

る
記
載
の
欠
け
て
い
る
も
の
が
多
い
。
も
し
銅
鐸
文
化
を
云

爲
す
る
と
せ
ば
、
日
髙
郡
は
正
に
そ
の
中
心
地
を
な
す
で
あ

ろ
う
。

大
き
さ
に
つ
い
て
は
小
は
高
さ
七
八
寸
か
ら
大
は
五
尺
を

こ
ゆ
る
も
の
が
あ
る
が
普
通
一
尺
四
五
寸
よ
り
三
尺
内
外
の

も
の
が
多
い
。
紀
州
に
お
け
る
尤
も
小
さ
い
の
は
日
高
郡
湯

川
村
大
字
丸
山
出
土
の
七
寸
位
の
も
の
、
大
な
る
も
の
は
仝

郡
道
成
寺
所
蔵
の
三
尺
八
寸
を
最
と
す
る
。



各
地
の
出
土
品
に
つ
い
て
の
簡
述

一
、
那
賀
郡
粉
河
寺
銅
鐸

今
実
物
を
存
し
て
い
な
い
の
で
紋
様
形
式
は
不
明

京

都
醍
醐
三
宝
院
に
あ
る

諸
寺
縁
起
集

所
収
天
喜
二
年

「

」

(

一

〇

五

四

年

)

の
「
粉
河
寺
大
卒
都
婆
建
立
縁
起
」
に

從
草
創
來
経
五
十
年

為
造
件
堂
鏟
夷
地
間

從

地
底
掘
及
銅
鐸
一
個

長
一
尺
五
六
寸
許

其
様

体
甚
神
妙

今
納
宝
藏

以
知
往
昔
聖
□
□
□
□

と
あ
る
。
本
寺
の
草
創
は
宝
亀
二
年
と
言
わ
れ
て
い
る

(

七

七

一

年

)

か
ら
そ
れ
よ
り
五
十
年
を
経
ば
、
正
に
弘
仁
十
年
に
相

(

八

一

九

)

当
す
る
わ
け
で
あ
る
。

其
の
長
さ
一
尺
五
六
寸
ば
か
り
と
言
え
ば
中
等
位
の
大

き
さ
で
あ
る
。

二
、
有
田
郡
保
田
村
千
田
銅
鐸

明
治
十
年
三
月
二
十
七
日
仝
地
酒
井
嘉
助
氏
に
よ
っ
て

(

一

八

七

七

年

)

同
村
大
字
千
田
の
内
小
字
左
衛
門
九
郎
芝
崎
の
山
丘
か

ら
出
た
も
の
で
総
高
一
尺
四
寸
五
分
の
簡
単
な
袈
裟
襷

紋
で
今
で
も
発
見
者
に
所
有
さ
れ
て
い
る
。

三
、
有
田
郡
箕
島
町
山
地
銅
鐸

明
治
二
十
五
年
頃
仝
地
石
井
元
之
助
氏
の
発
見
で
少
し

(

一

八

九

二

年

)

離
れ
た
と
こ
ろ
に
銅
剣
六
口
が
あ
っ
た
と
言
う
。
又
銅

鐸
々
身
の
内
部
土
を
満
て
た
ま
ゝ
中
指
大
の
青
銅
製
の

棒
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
舌
で
あ
る
か
否
か
ゞ
全
く

。

、

分
ら
な
い

仝
町
の
立
神
々
社
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が

其
后
仝
地
の
古
物
商
に
売
却
し
た
と
言
い
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
。
大
き
さ
は
県
へ
の
届
書
に
高
さ
八
寸
、

底
底
部
直
径
六
寸
、
重
さ
六
百
三
十
匁
と
あ
り
小
形
の

も
の
で
あ
る
が
、
紋
様
そ
の
他
の
形
式
は
明
ら
か
で
な

い
。

四
、
有
田
郡
箕
島
町
新
堂
銅
鐸

二
個

昭
和
七
年
十
月
十
九
日
仝
町
大
字
新
堂
字
大
峰
で
開
墾

(

一

九

三

二

年

)

中
仝
地
蜂
屋
専
次
郎
氏
に
よ
っ
て
発
見
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
地
下
一
尺
五
寸
の
処
で
小
な
る
方
が
大
な
る。

も
の
ゝ
内
部
に
入
子
に
な
っ
て
埋
ま
っ
て
い
た
と
言
う

大
さ
甲
は
高
さ
一
尺
三
寸
二
分
、
乙
は
一
尺
五
分
何
れ

も
袈
裟
襷
紋
様
で
あ
る
。

五
、
日
高
郡
藤
田
村
藤
井
銅
鐸

所
謂
道
成
寺
銅
鐸
と
称
す
る
も
の
で
、
宝
暦
十
二
年
矢

(

一

七

六

一

年

)

田
村
道
成
寺
の
門
前
に
接
す
る
藤
井
村
大
字
藤
井
領
の

田
圃
中
よ
り
発
掘
し
た
も
の
で
、
今
道
成
寺
の
寺
宝
と

な
っ
て
い
る
。
高
さ
三
尺
八
寸
、
底
径
一
尺
一
寸
の
袈

裟
襷
紋
の
大
型
品
で
あ
る
。

六
、
日
高
郡
内
原
村
大
字
荊
木
銅
鐸

二
個

、

。

大
正
十
二
年
三
月
五
日

仝
地
荊
木
字
向
山
に
て
発
見

(

一

九

二

三

年

)

二
個
あ
っ
て
互
の
口
の
方
を
向
け
合
い
松
の
根
元
に
埋

ま
っ
て
い
た
。
甲
の
高
さ
二
尺
八
寸
五
分
、
乙
は
二
尺

七
寸
二
分
、
紋
様
は
共
に
袈
裟
襷
の
大
型
品
。
付
近
に

は
古
墳
も
散
在
し
、
又
磨
製
石
器
も
多
く
出
て
い
る
。。

本
品
は
今
東
京
上
野
の
博
物
館
に
買
上
げ
ら
れ
て
い
る

七
、
日
高
郡
湯
川
村
丸
山
銅
鐸

三
個

昭
和
十
二
年
二
月
九
日
松
原
村
大
字
田
井
、
田
端
與
三

(
一

九

三

七

年

)

郎
氏
が
開
墾
中
、
地
下
一
尺
五
寸
許
の
下
よ
り
発
見
し

た
も
の
で
場
所
は
丸
山
字
朝
日
谷
と
ゆ
う
亀
山
の
東
の



尾
で
人
里
を
離
れ
て
い
る
。
山
の
尾
峰
よ
り
約
三
米
も

下
っ
た
傾
斜
面
で
、
こ
の
山
裾
に
は
群
集
古
墳
が
あ
っ

た
が
も
う
開
墾
さ
れ
た
か
分
ら
な
い
。
三
個
と
も
小
形

で
矢
張
り
袈
裟
襷
紋
の
粗
拙
な
も
の
で
、
甲
は
鐸
身
六

寸
五
分
・
底
長
径
三
寸
九
分
・
重
さ
約
一
〆
六
百
匁
、

乙
は
高
さ
七
寸
三
分
・
底
長
径
三
寸
七
分
・
重
さ
一
〆

匁
、
丙
は
鐸
身
高
さ
五
寸
・
底
長
径
三
寸
五
分
・
重
さ

一
貫
匁
、
付
近
弥
生
式
土
器
の
破
片
を
見
る
。
本
品
は

東
京
上
野
の
博
物
館
に
納
ま
っ
て
い
る
。

八
、
日
高
郡
出
土
地
不
明
銅
鐸

明
治
三
十
年
日
高
郡
日
高
村
に
て
発
見
さ
れ
た
と
ゆ
う

(

一

八

九

七

年

)

が
は
た
し
て
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
日
高

平
野
地
方
を
特
に
日
高
と
称
す
る
か
ら
、
或
は
こ
の
付

近
で
得
ら
れ
た
も
の
か
と
想
像
す
る
。
現
在
和
泉
の
山

川
七
左
ヱ
門
の
珍
議
に
か
ゝ
り
高
さ
三
尺
五
寸
も
あ
る

袈
裟
襷
式
の
大
型
品
で
あ
る
。

九
、
日
高
郡
上
南
部
村
大
字
西
本
庄
だ
ま
谷
銅
鐸

本
品
は
東
京
大
学
人
類
学
教
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
安
政
六
年
仝
地
阪
本
喜
八
郎
氏
が
発
見
、
当
時

(

一

八

五

九

年

)

、

、

之
を
田
辺
藩
に
献
じ

更
に
本
藩
た
る
紀
州
候
に
致
し

後
紀
州
徳
川
氏
よ
り
こ
ゝ
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
品
は
鈕
を
失
い
現
存
す
る
の
は
鐸
身
ば
か
り
で
あ
る

が
、
本
来
の
高
さ
が
二
尺
三
四
寸
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
紋
様
は
袈
裟
襷
で
あ
る
が
細
部
に
わ
た
っ
て
は
他

に
類
例
の
な
い
紋
様
を
有
す
る
。

十
、
日
髙
郡
上
南
部
村
大
字
西
本
庄
字
桑
谷
雨
請
山
銅
鐸

大
正
元
年
十
二
月
一
日
仝
地
開
墾
中
栗
山
捨
吉
氏
の
鍬

(

一

九

一

二

年

)

先
に
か
ゝ
っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
、
人
類
学
雑
誌(

第

二
十
九
巻
第
二
号)

大
野
雲
外
氏
の
旅
行
記
中
に
は
、
地

表
約
三
尺
に
あ
っ
て
鈕
部
を
下
方
に
向
け
南
北
に
斜
め

に
横
わ
り
其
の
中
に
土
壌
充
満
し
て
他
に
何
等
の
伴
出

物
が
な
い
。
こ
の
埋
歿
は
人
為
を
以
て
故
意
に
埋
め
た

も
の
と
は
思
わ
れ
ず
と
書
か
れ
て
い
る
。
高
さ
三
尺
三

寸
・
重
さ
四
貫
六
百
匁
、
紋
様
は
袈
裟
襷
、
今
東
京
博

物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
、

一
一
、
日
高
郡
上
南
部
村
大
字
西
本
庄
字
大
久
保
谷
銅
鐸

前
記
天
請
山
南
方
一
溪
を
隔
て
ゝ
略
同
地
形
の
処
で
大

正
九
年
四
月
二
十
三
日
、
仝
村
庄
司
松
吉
氏
が
開
墾
中

地
下
約
五
六
寸
の
処
で
発
見
、
東
部
を
東
南
に
向
け
て

い
た
と
い
ゆ
う
。
下
部
欠
損
・
全
高
三
尺
六
寸
七
分
・

底
部
長
径
一
尺
八
分
・
重
量
約
四
貫
七
百
匁
、
紋
様
は

袈
裟
襷
。
大
体
雨
請
山
の
も
と
に
似
た
る
も
丈
高
く
細

手
で
あ
る
。
本
品
は
東
京
博
物
館
に
採
納
せ
ら
る
。

一
二
、
日
高
郡
上
南
部
村
大
字
晩
稲
字
平
銅
鐸

此
の
地
は
常
楽
と
ゆ
う
部
落
に
近
き
丘
陵
で
俗
に
金
剛

の
峯
と
称
し
て
い
る
。
昔
の
寺
院
に
関
係
せ
る
所
と
思

わ
れ
る
。
今
は
開
墾
せ
ら
れ
て
畑
地
と
な
り
居
り
こ
ゝ

に
林
道
を
つ
く
る
爲
に
昭
和
五
年
三
月
九
日
、
仝
地
坂

(

一

九

三

〇

年

)

口
茂
次
氏
・
崎
山
金
藏
氏
外
四
名
が
旧
道
切
下
げ
工
事

中
鍬
先
に
か
お
な
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
從
來
上
南
部

出
土
の
銅
鐸
は
三
個
共
南
部
川
の
右
岸
に
発
見
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
左
岸
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
高
さ
二
尺
二

寸
・
重
量
四
貫
三
百
匁
・
袈
裟
襷
紋
の
大
型
品
。
當
時

発
見
者
、
坂
口
茂
次
氏
の
所
有
に
属
し
て
い
る
。



一
三
、
西
牟
婁
郡
朝
來
村
大
字
岩
崎
字
野
田
銅
鐸

或
は
大
字
岩
崎
字
土
平
の
出
土
と
も
い
わ
れ
る
が
、
両

ド
タ
イ
ラ

地
と
も
接
近
し
て
い
る
処
で
聞
き
違
い
に
よ
っ
て
傳
え

ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
田
辺
市
故
宇
井
可
道
氏
の
遺
稿

中
に文

化
文
政
の
頃
な
り
し
が
本
郡
朝
來
村
大
字
岩
橋
字

(

一

八

〇

四

～

三

〇

年

)

野
田
の
山
よ
り
一
つ
の
宝
鐸
を
掘
出
し
た
る
事
あ
り

(

中
畧)
庄
屋
某
よ
り
届
出
た
る
を
當
時
朝
來
組
大

庄
屋
福
田
夘
平
次
之
を
携
え
て
旧
田
辺
阪
大
官
所
に

届
出
た
り(

中
畧)

明
治
維
新
の
際
、
代
官
野
口
隆

平
の
手
に
渡
り
、
其
の
子
山
本
高
太
郎
所
有
し
、
福

路
町
骨
董
商
加
藤
松
吉
に
賣
渡
し(

中
畧)

其
の
後

辻
市
右
ヱ
門
の
手
に
渡
り
、
同
氏
よ
り
神
戸
の
方
に

転
賣
せ
し
に
遂
に
英
国
倫
敦
博
物
館
の
備
品
と
な
れ

り
と
聞
く
。

と
あ
る
。
之
を
嘉

永

年

間
の
発
見
と
書
い
た
も
の
も
あ

(

一
八
四
八
～
五
四
年)

。

、

る
が
同
一
の
も
の
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る

大
き
さ

紋
様
は
不
明
。
後
記
本
郡
下
秋
津
村
出
土
の
銅
鐸
は
大、

英
博
物
舘
の
第
一
号
品
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で

倫
敦
博
物
館
に
買
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
館
の
二

号
品
又
は
三
号
品
に
当
た
る
。

果
し
て
然
る
ば
紋
様
は
袈
裟
襷
で
二
号
品
と
す
れ
ば
高

さ
一
尺
九
寸
七
分
、
三
号
品
と
す
れ
ば
一
尺
四
寸
の
も

の
で
あ
る
。

一
四
、
西
牟
婁
郡
南
富
田
村
大
字
中
銅
鐸

二
個

田
辺
の
医
師
目
良
碧
斎
の
著
に
か
ゝ
る
「
熊
野
雑
誌
」

(

明
治
二
二
年)

の
野
口
香
水
傳
中
に

(

一

八

八

九

年

)

当
郡
中
邑
農
夫
索

地
得

古
鐘

監
督
者
曰

亜
郁

レ

二

一

二

王
法
鐸

也
竪
五
六
尺
囲
一
抱
半
鉄
色
古
碧
着
水
珍

一

藏
後
鬻

外
人

得

五
百
金

云

後
又
同
邑
出

二

一

二

一

二

同
鐘

田
所
氏
藏

之
鑄
造
年
不

分
明

一

レ

二

一

と
あ
る
。
文
中
「
中
邑
」
と
あ
る
は
今
の
富
田
村
大
字

、

、

中
の
こ
と
で

野
口
香
水
氏
の
賣
つ
た
の
は
何
国
人
で

今
そ
の
銅
鐸
は
何
れ
に
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
此

の
記
事
に
よ
っ
て
今
一
つ
同
地
か
ら
出
た
の
を
田
所
氏

の
所
有
に
な
っ
て
い
る
。
今
辰
馬
悦
藏
氏
の
所
蔵
に
か

ゝ
る
も
の
は
こ
れ
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。

一
五
、
西
牟
婁
郡
下
秋
津
村
大
字
矢
矧
字
矢
太
ヶ
谷
銅
鐸

明
治
二
十
三
年
四
年
頃
農
民
が
開
墾
中
に
発
見
し
た
も

(

一

八

九

〇

～

九

一

年

)

の
で
、
田
辺
の
古
物
商
庄
司
保
太
郎
氏
が
銅
の
つ
ぶ
し

値
段
七
円
に
て
買
い
、
即
日
同
町
の
辻
市
右
ヱ
門
氏
に

十
五
円
に
て
売
却
し
た
。
辻
氏
は
多
年
愛
現
の
後
、
神

戸
方
面
へ
数
百
円
に
て
賣
却
・
庄
司
・
辻
氏
の
実
話
に。

よ
れ
ば
神
戸
の
商
人
は
之
を
外
人
に
転
売
し
た
と
ゆ
う

田
辺
福
町
の
骨
董
商
芝
中
新
吉
氏
は
発
掘
者
の
手
許
か

ら
飾
身
の
残
欠
を
貰
い
う
け
て
、
今
も
之
を
所
蔵
し
て

い
る
が
、
島
田
貞
彦
氏
は
之
を
見
て
、
之
は
大
形
の
袈

裟
襷
式
の
鈕
部
に
お
け
る
飾
耳
で
、
径
二
寸
一
分
も
あ

り
、
少
な
く
と
も
総
高
一
尺
以
上
に
及
ぶ
銅
鐸
で
あ
る

と
推
定
し
、
同
品
の
売
先
が
英
国
又
は
米
国
で
あ
る
と

の
傳
聞
に
考
え
、
大
英
博
物
舘
所
蔵
第
一
号
銅
鐸
か
そ

れ
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
昭
和
五
年
五
月
発
行。

の
考
古
学
雑
誌(

第
一
巻
三
号)

に
発
表
せ
ら
れ
て
い
る

一
六
、
西
牟
婁
郡
中
芳
養
村
字
林
通
称
平
ヶ
峰
銅
鐸



昭
和
二
十
年
四
月
太
平
洋
戦
争
に
当
り
金
属
供
出
の
事

(

一

九

四

五

年

)

が
其
の
筋
よ
り
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
た
時
に
あ
た
り
、

同
村
尾
鼻
由
松
氏
か
ら
同
村
役
場
に
提
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
昭
和
十
八
年
二
月
同
地
松
林
開
墾
中
鍬
先
に
か

(

一

九

四

三

年

)

ゝ
っ
て
出
土
し
た
も
の
で
、
別
に
大
し
た
も
の
と
も
思

わ
ず
、
戰
時
中
誰
に
も
鑑
定
を
求
む
る
暇
も
な
く
、
そ

の
ま
ゝ
納
屋
の
隅
に
お
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
紋
様

は
袈
裟
襷
・
高
さ
一
尺
五
寸
七
分
・
幅
上
部
径
六
寸
三

分
・
底
部
径
八
寸
七
分
・
重
量
一
貫
三
百
五
十
匁
。
出

土
個
所
は
平
ヶ
峰
頂
上
よ
り
西
北
二
町
許
か
り
西
に
面

し
た
急
斜
面
な
半
腹
で
鰭
を
上
下
に
し
て
、
鈕
部
を
谷

に
向
け
て
地
下
一
尺
の
処
に
埋
没
し
て
い
た
と
い
う
。

一
七
、
其
他

大
和
丹
波
市
町
大
字
田

中
山
愷
男
氏
の
所
蔵
に
か
ゝ

る
銅
鐸
は
大
正
四
五
年
頃
、
紀
州
田
辺
の
古
道
具
屋
か

(

一

九

一

五

～

六

年

)

ら
買
求
め
た
と
ゆ
う
、
恐
ら
く
は
田
辺
付
近
か
ら
出
土

し
た
も
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
山
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念

物
調
査
報
告
第
十
二
輯(

昭
和
八
年)

雑
賀
貞
次
郎
氏
の

(

一

九

三

三

年

)

報
告
「
田
辺
付
近
の
銅
鐸
出
土
」
の
記
事
中
に

田
辺
の
古
物
商
庄
司
安
太
郎
氏
の
話
に
よ
れ
ば
矢
太
ヶ

谷
か
ら
銅
鐸
が
出
た
、
少
し
前
に
田
辺
の
古
物
行
商
人

通
称
浜
久
と
ゆ
う
者
、
何
処
か
ら
か
小
形
の
銅
鐸
一
口

を
買
出
し
て
來
た
の
を
見
た
と
言
う
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
果
し
て
之
が
中
山
氏
所
蔵
の
も
の
と
な
っ
た
か

否
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
関
係
が
あ
り
そ
う
に
も
思
え
る

の
で
参
考
の
た
め
誌
し
て
お
く
。

中
山
氏
所
蔵
の
も
の
は
、
鈕
を
失
い
鰭
部
も
破
損
し
て

い
る
が
、
袈
裟
襷
紋
で
上
辺
肩
の
長
径
四
寸
六
分
・
短

径
二
寸
九
分
・
底
部
長
径
六
寸
六
分
・
短
径
四
寸
・
総

高
さ
一
尺
三
四
寸
の
中
型
に
属
す
る
。

(

完)

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日

芝
口
先
生
、
御
坊
公
民
舘
よ
り
文
化
功
労
者
と
し

、

。

て
表
彰
せ
ら
れ
し
日
の

芝
口
先
生
の
講
演
要
旨



南
紀
郷
土
学
会
資
料

昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
七
日

農

業

と

貝

片
山

隆
三

農

耕

前

期

の

貝

初
期
の
人
類
の
欲
望
は
動
物
の
本
能
に
支
配
さ
れ
て
生
命
を
欲
し
た
。
子
安
貝
が
生
命
の
門
に
類
似
し
て
ゐ
る
た
め
に
生
命
を

司
る
マ
ジ
ッ
ク
あ
り
と
考
へ
ら
れ
て
貴
重
さ
れ
た
と
推
考
出
来
る
。

之
が
嵩
じ
て
寶
と
な
っ
た
。

欲
と
々
々
寶
に
言
葉
の
上
の
ツ
ナ
ガ
リ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

ホ
リ

次
い
で

生
命
の
延
長
が

不
老
不
死
を
希
望
し

性
的
欲
望
と
し
て
発
現
す
る
。

斯
く
て

子
安
貝
は
益
々
貴
重
さ
れ

ホ
ド
…
…
…
…
ボ
ボ
…
…
…
…
…
欲(

ホ
リ)

…
…
…
…

寶
と
一
環
の
語
彙
を
な
す
地
位
を
占
む
る
に
至
る
。

農

耕

発

生

期

の

貝、

、

、

既
に
寶
が
発
生
し
た
が

其
の
寶
を
以
て
生
命
を
持
続
し

性
の
交
歓
の
み
に
よ
っ
て
新
し
い
生
を
哺
育
し
が
た
く
な
る
の
で

採
集
經
濟
に
替
は
る
繰
り
返
し
の
業
務
が
工
夫
巧
案
さ
れ
る
に
至
る
。
ウ
ヰ
ル
シ
ヤ
フ
ト
と
し
て
の
農
業
が
生
れ
る
。

命
を
米(

メ
イ)

に
充
て

麥(

ポ
リ)

を
以
て
寶
に
充
て
た
と
し
て
も
極
て
自
然
的
な
命
名
称
呼
で
あ
る
。

穂
が
類
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
佛
、
舎
利
等
語
源
通
語
と
し
て
い
ぎ
あ
る
の
も
此
の
爲
で
あ
る
。

貨

幣

前

期

採
集
經
濟
が
色
々
の
原
因
で
人
類
の
生
計
を
維
持
す
る
事
が
出
来
な
く
な
る
と
農
耕
が
工
夫
さ
れ
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で



あ
る
。

随
て
之
に
依
っ
て
生
産
さ
れ
る
物
が
寶
の
も
つ
魅
力
を
獲
得
す
る
事
に
な
っ
て
、
米
・
麥
・
豆
が
直
接
的
な
欲
求
を
満
た
す
、

詮
り
切
實
に
人
類
に
貢
献
す
る
寶
に
な
っ
て
来
る
。

斯
て
農
業
が
殷
盛
に
趣
く
が
、
貝
は
尚
ま
だ

、
ク
ジ
ッ
ク
的
な
人
類
の
信
仰
を
受
け
る
に
た
り
る
の
で
交
換
の
具
と
し
て

く

登
場
す
る
訳
で
あ
る
。

之
が
麥
…
…
…
穂
…
…
…
命
…
…
…
米
…
…
…
寶
…
…
…
と
呼
ば
れ
て
直
に
食
物
で
あ
っ
た
り
、
寶
で
あ
っ
た
り
し
た
生
活
の

遺
留
し
た
史
實
で
あ
る
。

貨

幣

時

代

貨
幣
の
推
移
に
於
て
、
漁
幣
貝
貨
か
ら
布
幣
・
皮
幣
・
明
カ
銭
・
銭
等
種
々
の
形
質
を
具
へ
て
ゐ
る
の
は
交
換
の
質
量
を
表
現

し
た
も
の
で
布
幣
と
言
ふ
の
は
鏄
と
言
ふ
農
具
を
意
味
す
る
と
言
は
れ
る
が
、
私
は
、
之
は
矢
張
り
、
布
か
ら
つ
ま
り
生
活
必
需

品
た
る
布
の
交
換
に
関
す
る
貨
幣
だ
と
考
え
ま
す
。

一
、
其
の
証
據
の
一
つ
と
し
て
鏄
犂
の
一
種
で
布
に
関
係
な
く
只
た
布
地
の
形
を
布
幣
と
す
る
の
は
考
方
が
浅
い
。

二
、
木
綿
が
古
具
だ
と
言
は
れ
た
事
が
、
行
き
過
ぎ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
古
え
具
だ
つ
ま
り
、
寶
だ
、
と
言
ふ
事
を
意
味
し
て
は

ゐ
な
い
か
と
い
ふ
事
。

三
、
吉
貝
は
古
貝
の
訛
ま
り
と
し
た
李
時
珍
の
説
に
は
古
、
吉
の
昔
の
通
似
を
無
視
し
て
ゐ
る
の
で
、
貝
の
貨
は
即
ち
寶
で
あ
っ

て
も
、
よ
き
貨
幣
た
る
に
、
古
き
貨
幣
た
る
に
支
障
な
き
事
。

四
、
織
貝
が
傳
に
言
ふ
如
く
、
詩
に
言
ふ
如
く
、
鏄
名
つ
ま
り
紋
織
と
し
て
貢
物
と
用
ひ
ら
れ
た
と
見
れ
る
事
。

五
、
貨
幣
の
單
位
に
疋
が
遺
り
、
尺
度
に
布
幕(

フ
バ
ク)
尺
や
鯨
尺
が
残
っ
て
ゐ
る
程
人
類
の
生
活
に
喰
込
ん
で
ゐ
る
事
。

等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。

後
の
貨
幣
時
代
の
農
業
と
の
関
連
は
唐
・
宋
期
に
初
め
て
無
機
肥
料
と
し
て
登
場
す
る
が
、
餘
り
に
専
門
的
に
な
る
の
で
此
点

に
と
め
る
。

(

参

考

文

献)

齋

民

要

術



炙
蚶

ヤ
キ
ア
カ
ガ
ヒ

鉄
鍋
上
に
之
を
炙
き
、
汁
を
出
し
、
半
殻
を
去
り
、
小
銅
柈
に
て
之
を
奠
す
、
火
奠
は
六
、
小
奠
は

八
、
仰
奠
、
別
奠
は
酢
之
に
随
ふ
。

炙
蠣

ヤ
キ
カ
キ

炙
蚶
に
似
ふ
、
汁
を
出
し
、
半
殻
を
去
り
、
三
肉
と
共
に
奠
す
、
蚶

の
如
く
別
に
酢
の
之
に
随
ふ
奠

ナ
ラ

し
。

註

三
肉
は

通
常

肉

骨
付

臓
腑
を
云
ふ

炙
車
熬

ヤ
キ
オ
ホ
ハ
マ
グ
リ

炙
は
蠣
の
如
し
、
汁
を
出
し
、
半
殻
を
去
り
、
屎
を
去
り
、
三
肉
一
殻
、
與
薑
、
橘
屑
を
重

て
炙
き
、
暖
め
て
仰
奠
に
四
、
酢
之
に
随
ふ
、
太
し
く
熱
せ
し
む
る
勿
、
則
ち
肕
。

註

屎
を
去
り
と
あ
る
か
ら
膓
以
下
か
を
去
る
も
の
と
覚
ゆ
。

元
東
魯
王
頴
著

農

書

吉
貝

諸
暮
灌
悉
に
曰
ふ
、
木
綿
は
吉
貝
木
の
生
ず
る
所
。
占
城
。
闍
婆
諸
國
皆
之
れ
有
り
、
今
已
に
中
國
の
珍
寶
と
な
す
。

明
徐
光
啓
著
著

農
政
企
書

吉
貝

吉
貝
の
名
、
独
り
南
史
に
昉
ま
り
、
相
傳
へ
て
今
に
至
る
。
其
の
義
を
知
ら
ず
、
意
に
旻
れ
方
言
也
。

は
じ

本
草
綱
目

木
綿
一
名
古
具
、
木
に
似
る
者
を
古
具
と
名
く
。
或
は
吉
具
に
作
る
。
即
ち
古
字
の
訛
な
り
。

註

此
の
説
を
採
る
も
の
に
中
國
二
藝
沿
革
史
の
著
書(

姓
名
失
念)

あ
り
。

洦
宅
編

吉
具

南
海
の
蠻
人
、
木
綿
を
以
て
紡
績
し
布
を
爲
る
。
布
上
細
字

雜
花
卉
を
出
し
、
屯
も
エ
巧
也
。
名
け
て
吉
具
布
と
曰

ふ
。
即
ち
古
白
□
布
也

書

經

禹
貢

楊
州
は
厥
の
篚
、
織
具
な
り
。

傳

織
具
は
錦
名
な
り
、
織
り
て
具
文
を
爲
る
。
詩
に
曰
ふ
、
具
錦
是
也
。
今
南
夷
の
木
綿
の
精
好
な
る
者
。
亦
是
を
吉
具

と
言
ふ
。
海
島
の
夷
、
卉
服
し
て
以
て
來
貢
す
。
而
し
て
織
具
の
精
な
る
も
の
、
則
ち
篚
に
入
る
ゝ
也
。

註

篚
は
長
い
竹
製
箱
で
蓋
の
あ
る
も
の
を
言
ふ
。

南
史
海
南
諸
国
傳

林
邑
國
に
古
具
樹
出
づ
、
其
花
鵝
毳
の
如
く
其
緒
を
抽
て
之
を
紡
ぎ
以
て
布
を
作
る
。
紵
布
と
殊
な
ら
ず
。
亦
染
め
て

五
色
を
な
し
、
織
て
斑
布
と
な
す
。
木
綿
は
古
具
木
の
生
ず
る
所
。
熟
す
る
時
、
状
は
鵝
毳
の
如
し
。
以
下
畧



西
村
真
次
著

傳
統
と
土
俗

子
安

貝
か
ら
貨
幣
ま
で

最
近
市
村
瓉
次
郎
博
士
が
、
織
具
と
い
ふ
の
は
織
物
と
具
の
二
で
は
な
く
、
織
具
と
い
う
一
つ
の

、

。

も
の
で
あ
り

そ
れ
は
丁
度
臺
湾
の
生
蕃
―
高
砂
族
が
造
っ
て
ゐ
る
貝
殻
を
織
物
に
絡
り
つ
け
た
も
の
と
同
じ
だ
ろ
う

鼎

文

具

具
は
□
で
あ
っ
て
子
安
貝
を
正
面
か
ら
見
た
寫
し
た
事
明
で
あ
る
。

蛤
灰
を
以
て
又
灰
を
爲
る
。

漢

制

註

又
灰
と
言
ふ
の
は
何
も
の
か
今
明
了
に
指
摘
し
が
た
い
が
、
今
日
言
ふ
處
の
三
和
上
或
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
様
の
も

の
か
と
推
想
す
る
の
は
漢
時
の
墓
穴
が
シ
ッ
ク
ヒ
で
放
湿
さ
れ
而
も
極
め
て
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

郭
寨
馳
種
巻
之
中

木

六
南
よ
り
し
て
北
は
多
く
苦
寨
て
生
き
ず
。
只
臘
月
に
於
て
根
蒡
の
去
を
去
り
、
麥
穣
を
取
り
て
厚
く
之
を
覆
ひ
然
火

し
て
灰
を
成
し
、
□
培
す
。
如
故(

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク)

ス
レ
バ
一
二
年
を
過
ぎ
ず
し
て
皆
實
を
結
ぶ
。

下
畧

巻
之
下

菜

茄
子
開
花
の
時
葉
を
取
り
過
ぎ
路
に
布
き
灰
を
以
て
之
を
圍
む
。
子
を
結
ぶ
倍
を
加
ふ
。
之
を
嫁
茄
と
謂
ふ
。

陳
敷
著

農

書

糞
壌
篇

上
畧
『
下
田
水
冷
に
亦
石
灰
あ
り
。
糞
と
な
せ
ば
土
暖
に
し
て
苗
発
し
易
し

』
。

食
物
本
草
會
纂

石
灰

蚌
灰
を
呼
び
て
石
灰
と
な
す
。



南
紀
郷
土
学
会
資
料
第
十
集

永
保
元
年
九
月

爲
房
卿
日
記

(

一

〇

八

一

年

)

天
仁
二
年
十
月

中

右

記

(

一

一

〇

九

年

)

建
仁
元
年
十
月

御

幸

記

(

一

二

〇

一

年

)

芝
口

常
楠

爲
房
卿
熊
野
参
詣
日
記

永
保
元
年(

八
百
七
十
二
年
前)

藤
原
為
房
…
勧
修
寺
家(

永
久
三
・
四
・
二
歿)

(

一

一

一

五

年

)

前
略

九
月
二
十
一
日
申
辰

京
都
出
立

二
十
八
日
辛
戌

戌
刻
着
鹿
背
山
中
宿
草
庵

二
十
九
日
壬
子

酉
剋
宿
塩
屋
牧
預
宅

日
髙
郡(
岩
内
の
土
髙)

友
髙
薗
財
庄
等
送
粮
糧
等

三
十

日
癸
丑

戌
剋
着
石
代
住
人
宅

凡
除
歩
之
間
多
入

更
漏

十
月
一
日
甲
寅

辰
剋
乗
海
人
船

未
剋
着
太
萬
浦
同
時
越
留
三
栖
庄
散
位
正
資

秋
津
庄
那
賀
庄
贈
覇
旅
之
資

帰
路
十
月
九
日
壬
戌

酉
剋
着
日
髙
郡
司(

岩
内
の
土
髙)

友
髙
之
宅

事
儲
豊
謄
也

此
日
切
戸
山
取
奈
木
参
挿
笠

(

十
三
日
帰
洛)

後
白
河
法
皇
御
撰

梁

塵

秘

抄

神
分
三
十
六
種
の
内



熊
野
へ
参
る
に
は
何
か
苦
し
き
修
行
者
よ

安
松

姫
松

五
葉
松

千
里
の
濱

熊
野
二
種
中
よ
り

熊
野
出
で
切
目
の
山
の
梛
の
葉
し

よ
ろ
ず
の
人
の
う
は
き
な
り
け
り

宗
忠
公
自
筆
熊
野
詣
紀
行

中

右

記

中
御
門
右
大
臣
藤
原
宗
忠

藤
原
道
長
ノ
裔(

保
延
七
年
四
月
薨
去

八
十
歳)

(
)

天
仁
二
年
十
月(

今
よ
り
八
百
四
十
四
年
前)

(

一

一

〇

九

年

)

(

京
都
出
發
ノ
項
缼
紙)

十
八
日

前
略
…
…
次
登
鹿
瀬
山
登
坂
之
間
十
八
町
其
道
甚
険
岨
身
力
己
盡
林
鹿
遠
報
峽
猿
近
叫
觸
物
之
感
自
然
動
情

漸
下
坂

之
間
日
已
暮(

凡
七
町
許
云
々)

下
人
取
續
松
來
迎

其
後
二
三
町
許
下
從
坂
於
馬
留
下
占
宿(

大
木
下
成
假
屋)

今
朝
天
陰
頗
小
雨
然
則
漢
左
髙
晴

行
程
百
廿
町
許
云
々

十
九
日

天
陰
暁
立
宿
所

樹
陰
甚
繁

雲
集
重
掩
仍
行
路
不
見

取
續
松
過
原
中
十
町
許

滅
火
原
中
八
十
町

林
中
見
大
蝦

蟇

此
間
風
吹
雨
下
頗
以
雷
電

参
大
家
王
子
奉
幣

其
南
晝
養

午
剋

(

晝
養
所
真
如
院
大
家
庄
司
髙
太
夫
假
屋
也

送
物)

次
参
連
同
持
王
子
許
奉
幣(
王
子
之
名
也)

(

此
王
子
許
大
般
若
経)

過
道
場
寺
前
渡
日
高
川(

河
水
大
出)

下
向
女
房
両
三
人
居
河
岸

不
知
誰
人
、
仍
遣
駕
渡

又
送
菓
子
等

宿
日
高
郡
氏
院
庄
司
石
内
庄
司
宅(

申
剋
、
庄
司

有
儲)

今
日
大
雨
大
風

行
路
之
間
難
行
苦
行
大
家
庄
司
五
位
送
物
也

晝
養
所
ニ
雖
送
命
運
此
宿
所
也

重
方
来
見
参

(

此
里
住
人
也
、
進
菓
子)

今
日
行
程
百
廿
町
許
云
々

廿
日

雲
氣
快
晴
雨
脚
巳
止

鶏
鳴
之
後
出
宿
所

残
月
之
前
漸
以
微
行
日
高
川
水
大
出
妨
行
路
云
々

仍
頗
次
東
細
道
小
山

上
往
道
廿
町
許
至
塩
屋
王
子
社
奉
幣

於
上
野
坂
上
祓

次
晝
養(

巳
剋)

次
過
伊
南
里
次
鵤
王
子
社
奉
幣
次
至
切
部

ノ

水
辺
祓

次
参
王
子
社
奉
幣

(

世
号
兮
陪
支
王
子)

日
入
間
宿
切
部
庄
司
下
人
小
屋

今
日
或
行
海
濱
或
歴
野
径

眺
望
無
極

遊
興
多
端
也

行
程
百
四
十
町
許

廿
一
日

天
時
々
陰
風
頗
吹
遅
明
出
宿
所
渡
切
陪
川
登
同
山
出
了
祓

石
代
王
子
奉
幣
石
代
過
了

於
千
里
濱
晝
養
之
次
浴
海
水

(

号
塩
古
利)

越
南
陪
山
於
王
子
社
奉
幣(

未
申
刻)

南
陪
庄
内
亥
乃
野
村
人
宅
ニ
宿(

国
司
目
代
儲
又
久
澄
進
物)

今
日



多
過
海
濱
野
山

今
日
行
程
八
十
町
許
歟

目
代
内
記
太
夫
知
邦
私
又
送
物

久
澄
使
申
云
、
居
所
四
ケ
日
許
行
程
也
仍
遙
送
進
者

此
所
為
躯
里
在
林
中

宅
占
海
濱
浪
響
鼓
動
松
聲
混
同
嶺
嵐
大
報
終
夜
驚
耳
京
都
之
人
未
聞
如
此
事

廿
二
日

天
晴
半
夜
出
宿
所
依
今
日
行
程
遠
也
閑
興
残
月
行
遥
望
浮
雲
走

過
南
陪
野
山
出
早
海
濱
超
河
参
早
王
子
社
…
…
…

下
畧

帰
路(

抄
録)

十
一
月
四
日

天
明
之
後
出
宿
所(

岩
田)

於
南
部
未
刻
晝
養

日
入
之
後
留
伊
南

藤
中
納
言
庄
下
人
宅

五
日

天
明
之
後
出
宿
所
辰
刻
留
日
髙
重
方
宅
晝
養

重
方
表
丁
寧
仍
給
小
禄

巳
時
出
此
所
乗
燭
之
後
宿
宮
原
俊
平
宅

云
々

帰
洛
十
一
月
十
日

建
仁
元
年

藤
原
定
家
自
筆

熊
野
道
之
間
愚
記

(

一

二

〇

二

年

)

後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
記
ト
称
ス(

七
百
五
十
二
年
前)

五
日

京
都
御
出
立

十

日

前
略
…
…
次
又
攀
昇
シ
シ
ノ
せ
ノ
山

崔
嵬
險
險
岨
巖
石
不
異
昨
日
也

超
此
山
参
沓
カ
ケ
王
子
過
シ
シ
ノ
せ
ノ
椎
原

樹
陰
滋

路
甚
峽
於
此
邊

有
晝
養
御
所
云
々

又
私
同
儲
之

漸
休
息
山
中
小
食
於
此
所
上
下
伐
木
枝
随
分
造
槌
付

榊
枝

持
参
内
ノ
ハ
タ
ノ
王
子(

ツ
チ
金
剛
童
子
云
云)

各
結
付
之
云
々

次
出
柴
原
又
過
野
萩
薄
遙
靡
眺
望
甚
幽

此

邊
高
家
云
々

聖
護
院
宮
並
民
部
卿
云
々

此
所
共
有
便
事
但
未
尋
得

次
参
王
子(

田
藤
次
云
々)

次
愛
徳
山
王
子

次
く
わ
ま
王
子

次
寄
小
松
原
御
宿

御
所
邊
向
宿
之
處
己
無
之
國
沙
汰
人
成
敗
献
之

假
屋
乏
少
之
間
無
縁
者
不

入
其
員
占
妾
宅

立
簡
之
處
内
府
家
人
抑
宿
了

不
可
出
之
由
忿
怒
云
々

國
沙
汰
人
又
費
我
進
止
之
由
後
聞
云
々

只
依
人
涯
分
偏
頗
欤

不
及
相
論
又
非
か
入
身

此
御
所
水
練
便
宜
臨
深
淵
構
御
所
即
打
過
遙
尋
宿
所

渡
河
参
い
わ

う
ち
王
子
入
此
邊
小
家
重
輔
庄
云
々

宮
戸
部
両
人
便
書
如
形
到
来

覺
了
阿
闍
梨
自
御
下
山
向
今
日
於
此
宿

相
待

更
可
伴
参
云
々

以
代
官
可
足
之
由
雖
相
示
猶
丁
寧
之
由
也

乗
燭
以
後
甚
雨

今
夜
甚
熱
不
異
三
伏
着
帷

南
國
之

欤

蝿
多
又
如
夏

十
一
日

雨
降

申
後
聊
休

入
夜
朧
々



遅
明
出
宿
所(

不
知
御
幸)

超
山
参
塩
屋
王
子(

此
邊
又
勝
地
有
祓)

次
入
晝
宿
小
食

次
う
へ
野
王
子(

野
径
也)

次
ツ
イ

ノ
王
子
此
邊
歩
指

次
参
イ
カ
ル
カ
王
子

次
参
切
部
王
子
入
宿
所(

最
狹
小
海
人
平
屋
也)

御
所
前
也

但
國
召
宛

云
々

小
時
御
幸
入
御
歩

晩
景
又
有
題
即
書
之
持
参
戌
時
許

如
例
被
召
入
讀
上
了
退
出(

二
種
無
極
品)

覉
中
聞

波

野
径
月
明

レ

う
ち
も
ね
ず
と
ま
や
に
な
み
の
よ
る
の
こ
ゑ

た
れ
を
と
松
の
風
な
ら
ね
ど
も

於
此
宿
所
塩
コ
リ
カ
ク

眺
望
海
非
甚
雨
者
可

新
千
載
集
…
…
…
定
家

有
興
所
也

病
氣
不
快
寒
風
吹

萩
原
や
野
べ
よ
り
の
べ
に
う
つ
り
ゆ
く

十
二
日

天
晴

衣
に
し
た
ふ
露
の
月
影

遅
明
参
御
所
出
御
前
先
陣

又
超
山
参
切
部
中
山
王
子

次
出
濱
参
磐
代
王
子

此
所
爲
小
養
御
所
無
入
御

此
拜
殿

板
毎
度
被
注
御
幸
人
数(

先
例
云
々)

右
中
辨
召
番
匠
板

放

カ
ン
ナ
ヲ
カ
ク

書
人
数

如
元
令
打
付

ヲ

天

ヲ

建
仁
元
年
十
月
十
二
日

(

一

二

〇

二

年

)

御
幸
四
度

御
先
達
權
大
僧
都
法
印
和
尚
位
覺
實

御
導
師･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

公
胤

内
大
臣
正
二
位
兼
行
右
近
衛
大
將
皇
太
弟
傳
源
朝
臣
通
親

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

次
々
如
此
殿
上
人
上
北
面
僧
寛
快
已
下
三
人

下
北
面
皆
書
之(

此
最
末
カ
イ
五
度
隆
俊
有
之)

自
是
又
先
陣
過
千
里
濱(

此
處
一
町
許)

参
千
里
王
子

次
参
三
鍋
王
子

自
是
入
晝
養
所
食
了
参
御
所
之
間
御
幸
已
出

御(

自
此
宿
所
御
布
施
以
忠
弘
送
遣
之
絹
六
疋
綿
百
五
十
両
馬
三
匹)

次
参
ハ
ヤ
王
子
…
…
…
下
略

(

歸

路)

廿
二
日

天
晴
出
近
露

マ
ナ
ゴ
小
家
晝
養
了

未
一
點
許
着
田
邊
宿
所

日
入
了
之
後
出
此
宿
所
過
切
部
入
イ
ハ
ニ

明
日
可

●

●

超
三
宿

遠
路
稠
人
無
術
之
間
今
夜
如
此
迷
惑

雞
鳴
之
程
入
此
宿
所
一
寝

廿
三
日

天
晴

日
出
之
後
渡
川

過
小
松
原

超
シ
ゝ
ノ
セ
山

午
始
許
入
湯
浅
宿
所
…
…
…
下
略

イ
ハ

●

●岩
内
ナ
ル
ベ
シ



熊
野
詣
関
係
ノ
モ
ノ

延
喜
七
年
十
月

十
七
日

夜
仲
平
朝
臣
自
紀
伊
國
来

復
命
法
皇
十
一
日

目
切
尾(

切
目
ナ
ラ
ン)

湊
御
舟

宇
多
上
皇

(

九

〇

七

年

)

辛
酉

赴
向
熊
野
神
社(

扶
桑
略
記)

正
暦
二
年

さ
れ
ば
熊
野
の
道
に
千
里
の
濱
と
い
ふ
所
に
て
み
こ
ゝ
ち
そ
こ
な
わ
せ
給
へ
ば(

大
鏡)

花
山
法
皇

(

九

九

一

年

)

永
保
元
年

爲
房
卿
の
日
記

○

(

一

〇

八

一

年

)

寬
治
四
年
正
月

白
河
法
皇

(
一

〇

九

〇

年

)
白
河
法
皇
熊
野
へ
ま
ゐ
ら
せ
給
ひ
け
る
御
供
に
て
塩
屋
の
王
子
御
前
に
て
人
々
歌
よ
み
侍
り
け
る

後
二
條
内
大
臣

藤
原
師
通

思
ふ
こ
と
汲
み
て
か
な
ふ
る
神
な
れ
ば

塩
屋
に
跡
を
た
る
ゝ
な
り
け
り

(

千
載
集
又
続
詞
花
集)

仝

徳
大
寺
左
大
臣

立
ち
の
ぼ
る
塩
屋
の
煙
浦
風
に

な
び
く
を
神
の
心
と
も
が
な

(

新
古
今
集)

梁
塵
秘
抄

○

天
仁
二
年
十
月

中
右
記

熊
野
詣
紀
行

宗
忠
公

○

(

一

一

〇

九

年

)

大
治
五
年
十
一
月(

下
向)

…
…
十
八
日

上
野
御
宿
右
衞
門
督
宿
所
焼
亡
云
々
男
女
両
子
無
爲
還
着
爲
慶

廿
二

鳥
羽
上
皇

(

一

一

三

〇

年

)

日
可
令
入
洛
御
云
々

(

長
秋
記)

長
承
三
年
…
…
二
月
三
日
巳
時
於
千
里
有
晝
養
事
於
内
原(

于
時
酉
三
剋)

或
人
三
丹
後
守
爲
忠
朝
臣
依
病
出
家
云

鳥
羽
上
皇

(

一

一

三

四

年

)

々

(

長
秋
記)

仁
平
二
年
三
月
…
…
一
員
美
福
院
姫
宮
等
令
参
詣
熊
野
給

或
人
云
今
度
御
熊
野
詣
毎
事
不
吉
…
…
自
御
下
向
先

鳥
羽
上
皇

(

一

一

五

二

年

)

達
実
賢
法
橋
惱

富
島(

塩
屋)

御
宿
以
后
萬
死
不
覺

云
々

(

兵
範
記)

久
寿
二
年
の
冬
熊
野
御
参
詣
並
に
御
託
宜
の
條
に

鳥
羽
法
皇

(

一

一

五

五

年

)

日
ゴ
ロ
ノ
御
参
詣
ニ
ハ
天
長
地
久
ニ
事
寄
セ
テ
切
目
ノ
枏
ノ
葉
ヲ
百
度
千
度
カ
ザ
サ
ン
コ
ト
コ
ソ
思
召
シ
ニ

(

保
元
物
語)

正
治
二
年
十
二
月
三
日

後
鳥
羽
上
皇

(

一

二

〇

〇

年

)



切
目
御
歌
会(

切
目
懐
紙
…
…
遠
山
紅
葉

海
辺
眺
望)

建
仁
元
年
十
月(

熊
野
御
幸
記)
○
後
鳥
羽
上
皇

(

一

二

〇

一

年

)

建
長
二
年

熊
野
に
詣
で
侍
り
け
る
と
き
上
野
に
て
よ
み
侍
り
け
る

入
道
前
太
政
大
臣

後
嵯
峨
上
皇

(

一

二

五

〇

)

惜
み
し
野
原
は
里
と
な
り
に
け
り

數
そ
ふ
民
の
ほ
ど
ぞ
し
ら
る
ゝ

(

續
古
今
集)

熊
野
に
御
幸
あ
り
し
時
岩
代
の
松
に
む
か
し
を
思
ひ
出
で
ゝ
書
き
つ
け
ゝ
る

前
太
政
大
臣

年
を
へ
て
又
逢
ひ
み
け
る
契
り
を
も
結
び
や
お
き
し
岩
代
の
松

(

新
勅
撰
集)

十
四
日
…
…
次
経
浦
路
参
岩
代
王
子
面
々
注
一
首
愚
作
曰

憲
淳
僧
正
入
堂
記眼

病
蒼
海
千
里
望

響
潔
緑
松
数
曲
調

平
時
元
年
十
二
月
の
暁

六
波
羅
よ
り
立
ち
し
早
馬

切
目
の
宿
に
て
追
付
た
り
…
…
大
貳
清
盛
は
熊
野
参
詣

(

平
治
物
語)

(

一

一

五

九

年
)

を
不
遂
し
て
切
目
の
宿
よ
り
馳
せ
上
る
な
る
が

云
々

信
西
と
申
す
は
南
家
の
博
士
長
門
守
髙
階
経
俊
が
猶
子
也
…
…
宿
願
あ
る
に
依
っ
て
熊
野
へ
参
り
け
り
切
部
王

(

平
治
物
語)

子
御
前
に
て
相
人
に
行
き
逢
い
た
り
通
憲
を
見
て
相
し
て
曰
く
云
々
…
…
軈
て
出
家
し
て
少
納
言
入
道
信
西
と

ぞ
云
ひ
け
る

維
盛
熊
野
詣
の
條
に
…
…
千
里
の
濱
の
北
御
前
に
て
狩
装
束
な
る
者
七
八
騎
が
程
行
き
遇
ひ
奉
る

(

平
家
物
語)

長
門
硫
黄
島
の
條
に
云
く

三
山
へ
奉
幣
を
と
げ
に
け
れ
ば
き
り
め
王
子
の
な
ぎ
の
葉
を
稲
荷
の
社
の
杉
の

(

仝

書)

葉
に
取
り
か
さ
ね
て
今
は
く
る
め
に
つ
き
ぬ
と
思
ひ
て
ぞ
下
向
し
け
る

權
亮
維
盛
が
蕪
坂
を
う
ち
下
り
鹿
ヶ
瀬
山
を
越
過
て
高
家
の
王
子
を
伏
拜
み
日
数
漸
経
る
程
に
千
里
の
濱
も

(

源
平
盛
衰
記)

近
付
け
り

由
良
の
湊
を
見
渡
せ
ば
沖
漕
ぐ
船
の
楫
を
絶
え
浦
の
浜
木
綿
幾
重
と
も
知
ら
ぬ
浪
路
に
鳴
く
千
鳥

紀
路
の
遠

(

太
平
記)

山
渺
々
と
薄
紫
や
藤
白
の
松
に
か
ゝ
れ
る
磯
の
浪

和
歌
吹
上
を
餘
所
に
見
て
月
に
み
が
け
る
玉
津
島
光
も
今

は
さ
ら
で
だ
に

長
汀
曲
浦
の
旅
の
路
心
を
く
だ
く
習
な
る
に
雨
を
含
め
る
孤
村
の
樹

夕
を
送
る
遠
路
の
鐘

あ
は
れ
を
催
す
時
―
も
あ
れ
切
目
の
王
子
に
着
き
た
ま
ふ

其
夜
は
叢
祠
の
露
に
御
袖
を
を
片
敷
き
通
夜
祈

り
申
さ
せ
給
ひ
け
る
は
云
々



中
右
記

御
幸
記

十
八
日

宮
原
出
立

十
日

湯
浅
出
立

鹿
ヶ
脊
山

シ
シ
ノ
セ
山

沓
カ
ケ
王
子

晝
養
御
所

馬
留(

宿
泊)

十
九
日

原
八
十
町

内
ノ
ハ
タ
王
子

大
家
王
子(
晝
養)

高

家

連
同
持
王
子

田
藤
次
王
子

愛
徳
山
王
子

ク
ワ
マ
王
子

道
場
寺

小
松
原
御
宿

日
高
川

石
内(

宿
泊)

イ
ワ
ウ
チ
王
子

二
十
日

日
高
川
出
水

塩
屋
王
子

塩
屋
王
子(
御
晝
養)

上
野
坂(

祓)
(

晝
養)

ウ
エ
ノ
王
子

ツ
イ
ノ
王
子

印
南

鵤
王
子

イ
カ
ル
カ
王
子

(

号
分
陪
支
王
子)

切
部(

宿
泊)

切
目
王
子(

御
泊)

(

海
岸
風
光)

(

海
岸
風
景)

廿
一
日

切
陪
川

十
二
日

切
部
中
山
王
子

石
代
王
子

磐
代
王
子

千
里
濱(

晝
養)

千
里
濱

千
里
王
子

南
陽
山

南
陪
王
子

三
鍋
王
子(

御
晝
養)

亥
野
野(

宿
泊)

(

此
日
田
辺

廿
二
日

南
陪
野
山

ハ
ヤ
王
子

へ

御

泊

)



南
紀
郷
土
学
会
資
料

芝
口

常
楠

紀

州

人

ノ

漂

流

参

考

文

献

△
阿
州
人
無
人
島
漂
流
記

１
．
寛
文
九
年
阿
州
舩
無
人
島
漂
流

藤
白
長
左
衛
門
の
事

(

一

六

六

九

年

)

△
阿
州
海
部
郡
淺
川
浦
勘
右
ヱ
門
舩

△
十
一
月
初
旬
宮
崎
ニ
テ
蜜
柑
積
入

荷
主

△
紀
州
長
左
エ
門
口
書

藤
白
長
左
ヱ
門
乗
組
十
二
月
伊
勢
阿
濃
津
ヨ
リ
出
帆
難
風
ニ
漂
蕩
ヱ

△
南
紀
徳
川
史

△
翌
年
二
月
無
人
島
ニ
漂
着

△
更
ニ
八
丈
島
ニ
漕
付
仝
島
代
官
ノ
世
話
ヲ
ウ
ク

△
五
月
五
日
豆
州
州
崎
ニ
着
届
出
奉
行
所
ノ
改
ヲ
ウ
ケ
帰
郷
ス

△
長
左
ヱ
門
無
人
島
ニ
テ
伐
リ
来
レ
ル
珍
木
ヲ
幕
府
ニ
献
ズ

△
享
保
漂
流
記

２
．
享
保
四
年
有
田
郡
小
豆
島
村
喜
吉
丸
ノ
琉
球
漂
流

(

一

七

一

九

年

)

△
船
頭
小
豆
島
村
清
右
ヱ
門

乗
組
十
一
名

△
阿
州
ニ
テ
塩
ヲ
積
入
九
月
廿
六
日

江
戸
ニ
向
ヒ
箕
島
出
帆

△
十
二
月
十
一
日
琉
球
國
与
那
国
島
ニ
漂
着

△
東
御
崎
ヲ
乗
廻
ス
と
き
嵐
ヲ
ウ
ケ
テ
難
破
ス

乗
組
ノ
者
海
ニ
飛
込
ビ
泳
ギ
ツ
ク

忠
次
郎
浪
ニ
マ
カ
レ
テ
死
ス

△
島
ノ
役
人
住
民
ニ
ヨ
リ
食
料
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
難
破
舩
ノ

引
上
ヲ
セ
ラ
ル

二
二
里
山
ヲ
越
エ
宿
ヲ
定
メ
ラ
ル
好
遇
ニ
ア
フ

△
享
保
五
年
四
月

六
日
八
重
山
島
石
垣
港
ニ
行
ク

仝
十
日
那
覇
ニ
行
キ
二
十
九
日
滞
留

△
六
月
十
日
出
舩
二
十
日
薩
州
山
川
港
ニ
着

△
勘
十
郎
山
川
浦
ニ
死
去
ス

△
七
月
十
八
日
大
阪
ニ
向
ケ
出
帆

水
主
七
兵
ヱ
金
子
衣
類
ヲ
持
出
シ
兵
庫
港
ヨ
リ
出
奔
ス

△
九
月
三
日
大
阪
着

七
日
和
歌
山
着
奉
行
所
ニ
委
細
言
上

ソ
レ
ヨ
リ
郷
里
ニ
帰
ル

△
船
頭
半
十
郎
覺
書

３
．
安
永
八
年
住
吉
丸
福
州
漂
流

船
頭
日
髙
郡
御
坊
村
半
十
郎

(

一

七

七

九

年

)

大

阪

阿
倍

川
津
ノ

國
屋
半

十

△
安
永
八
年
五
月
越
後
今
町
ニ
テ
御
城
米
積
入
江
戸
ニ
入
港(

九
月
十
一
日)



郎
舩
住
吉
丸

△
江
戸
ヨ
リ
ノ
帰
途
豆
州
中
木
浦
ヲ
発
シ
難
風
ニ
漂
流
ス
ル
コ
ト
四
十
日
間

△
十
一
月
十
一
日
中
國
福
州
ノ
内
ハ
ボ
ニ
漂
着

△
食
物
ノ
供
給
ヲ
ウ
ク

△
一
葉
丸
福
州
漂
流
記

御

坊

村

滋

賀

屋
傳

藏

舩

一

葉

△
船
頭
半
十
郎
水
主
一
人
福
州
城
下
ニ
行
キ
取
調
ヲ
ウ
ク

△
翌
年
二
月
舩
ニ
残
レ
ル
モ
ノ
モ

丸
船
頭
半
十
郎

福
州
ニ
行
く

△
二
月
二
十
二
日
乍
浦
ニ
行
ク
吉
原
浦
弥
市
病
死
ス

△
天
明
元
年

(

一

七

八

一

年

)

六
月
長
崎
行
ノ
舩
ニ
乘
リ
シ
モ
天
候
悪
ク
四
ヶ
月
間
滞
舩
十
月
一
日
出
港
十
一
月
朔

△
福
州
漂
流
帰
國
物
語

御
坊
村
滋
賀
屋
傳
藏
舩
一
栄
丸

長
崎
着

△
天
明
二
年
九
月
廿
一
日
取
調
ヲ
終
リ
長
崎
ヨ
リ
江
戸
ニ
送
ラ
ル

十
一
月
三

日
江
戸
着
取
調
ア
リ
翌
二
月
十
九
日
紀
藩
ニ
引
渡
サ
ル

紀
侯
ニ
謁
ヲ
賜
ヒ
心
得
ノ

△
半
十
郎
唐
土
漂
流
物
語

住
徳
丸
大
阪
安
治
川
橋
津
ノ
屋

趣
一
冊
宛
下
サ
ル

△
四
月
二
十
二
日
和
歌
山
ニ
帰
ル

半
十
郎
舩
沖
船
頭
御
坊
村
半
十
郎

４
．
天
保
九
年
六
左
衛
門
舩
薩
南
諸
島
へ
漂
流

(

一

八

三

八

年

)

△
有
田
郡
北
湊(

船
名
不
明)

乗
組
員
七
名

船
頭
六
左
衛
門

△
心
得
之
趣

△
天
保
九
年
六
月
鯨
骨
ヲ
積
入
レ
薩
州
ニ
向
フ

七
月
十
六
日
天
草
島
ニ
テ
荷
揚

△
名
屋
浦
鑑

(

一

八

三

八

年

)

八
月
五
日
山
川
港
ニ
テ
改
ヲ
ウ
ケ
残
リ
全
部
荷
揚
ス

△
二
十
一
日
帰
國
ノ
途
ニ
ツ
キ

出
港
坊
ノ
津
沖
合
ニ
テ
難
風
ニ
ア
フ

二
十
四
日
薩
南
諸
島
中
ノ
島
ニ
漂
着
ス

△
天
保
漂
流
記

△
村
役
人
ノ
好
意
ニ
ヨ
リ
食
料
ヲ
給
セ
ラ
ル

△
翌
年
二
月
二
十
九
日
同
島
ヲ
発
シ
三
月
五
日

△
有
田
郡
箕
島
町
誌

山
川
港
ニ
着
ク

△
鹿
児
島
ニ
行
キ
テ
取
調
ヲ
ウ
ク

△
三
月
廿
八
日
山
川
港
ヲ
発
舩

大
阪
ニ
向
フ

△
紀
州
奉
行
所
ニ
引
渡
ア
リ

△
金
子
五
両
ヲ
紀
藩
ニ
献
ズ

周
参
見
浦
善
助
及
仝
浦
弥
市
の
事

△
井
上
善
助
漂
流
物
語

５
．
天
保
十
二
年
栄
寿
丸
ノ
亜
墨
利
加
漂
流

(

一

八

四

一

年

)

△
兵
庫
縣
西
ノ
宮
中
村
屋
伊
兵
衛
栄
寿
丸
沖
船
頭
善
助

△
亜
墨
新
話

(

十
五
歳
ノ
時
ヨ
リ
コ
ゝ
ニ
奉
公
ス)

△
天
保
十
二
年
八
月
欧
州
南
部
へ
商
ノ
タ
メ
物
産
ヲ
積
入
乗
組
十
三
人

△
阿
波
初
太
郎
物
語

△
十
月
四
日
犬
吠
埼
ニ
テ
難
風
ニ
ア
ヒ
漂
流
ス

△
翌
年
二
月
中
旬
イ
ス
パ
ニ
ア
ノ
舩
ニ
助

△
熊
野
善
助
亜
米
利
加
漂
流
記

ケ
ラ
ル

△
四
月
中
旬
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
ノ
或
地
点
ニ
夜
中
上
陸
セ
シ
メ
ラ
ル

△
コ
ゝ
ノ
牧

△
長
崎
ニ
於
け
る
漂
流
人
受

畜
場
ヲ
見
付
ケ
テ
助
ケ
ラ
ル

△
コ
レ
ヨ
リ
三
日
日
サ
ン
ホ
セ
ニ
行
ク

一
人
一
人
土
地
ノ

取
の
書
類

人
ニ
ツ
レ
ラ
レ
テ
行
ク
善
助
ハ
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
ノ
支
配
役
人
コ
マ
ン
ダ
ン
テ
名
ハ
フ
ラ
ン
セ

△
南
紀
徳
川
史

シ
コ
ウ
ノ
家
ニ
引
取
ラ
レ
好
遇
ヲ
ウ
ク

△
帰
國
ス
ベ
ク
サ
ン
ホ
セ
ヨ
リ
マ
サ
ト
ラ
ン
ニ
渡

△
内
田
銀
藏
博
士
書
類

リ
唐
國
ヘ
ノ
便
舩
ア
ル
ヲ
知
レ
ド
モ
他
者
ニ
連
絡
ス
ル
ノ
暇
ナ
ク
善
助
ト
初
太
郎
乗
舩

有

△
和
歌
山
縣
人
米
國
発
展
史

右
□
□
シ
テ
旅
費
ヲ
調
ヘ
ラ
ル

△
天
保
十
四
年
五
月
中
旬
中
國
広
東
澳
門
ニ
着
ス

△
肥

其
他



後
ノ
庄
藏
ニ
ア
ヒ
世
話
ヲ
ウ
ク

△
善
助
ハ
九
月
上
旬
乍
浦
ニ
送
ラ
レ
十
一
月
十
七
日
出
帆

十
二
月
四
日
長
崎
ニ
帰
ル

△
十
二
月
二
十
七
日(

弘
化
ト
改
元)

國
許
ヨ
リ
迎
ノ
者
来
リ
二

十
九
日
出
立
翌
弘
化
二
年
正
月
廿
三
日
若
山
ニ
帰
着
ス

(

一

八

四

五

年

)

▼
弥
市
ハ
善
助
帰
郷
ノ
翌
年
弘
化
三
年
四
月
廿
五
日
ヨ
リ
長
崎
奉
行
ヨ
リ
紀
州
藩
ニ
引
渡
ノ
通

知
ア
リ

△
五
月
八
日
長
崎
出
立
閏
五
月
二
日
若
山
ニ
帰
ル

一
ハ
亜
墨
利
加
ヘ

一
ハ
魯
西
亜
ヘ

△
瀬
戸
東
水
記
東
亜
異
聞
雜
記

６
．
嘉
永
三
年
天
寿
丸
ノ
漂
流

(

一

八

五

〇

年
)

△
日
髙
郡
薗
浦
泉
屋
庄
右
衛
門
舩

乘
員
十
三
名

船
頭
薗
浦
虎
吉

類
書
多
シ
少
異
ア
リ

△
嘉
永
二
年
十
月
四
日
紀
州
物
産
積
入
箕
島
出
帆

十
四
日
江
戸
入
津

△
廿
三
日
江
戸

△
漂
流
記(

山
本
爲
吉
家
所
蔵)

出
帆
翌
年
正
月
六
日
豆
州
子
浦
ヲ
出
テ
暴
風
雨
ニ
漂
流

三
月
十
六
日
北
米
捕
鯨
舩
ニ

△
天
寿
丸
米
國
漂
流
記

救
助
サ
ル

△
長
助
一
行
六
人
他
ノ
捕
鯨
舩
ニ
引
分
ラ
ル

△
紀
州
舩
米
國
漂
流
記

▼
長
助
一
行
ノ
魯
國
漂
流

△
五
月
十
九
日
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
港
ニ
上
陸

梅
吉
死
ス

△
嘉
永

△
漂

流

記(

江

崎
太

郎
兵

ヱ

四
年
ア
ヤ
ン
ニ
移
ル

△
十
二
月
廿
二
日
ア
ラ
ス
カ
ニ
行
キ
翌
五
年
四
月
布
哇
ヨ
リ
来
リ

家
所
蔵)

●

●

●

●

シ
舩
ニ
テ
四
月
廿
三
日
出
港
六
月
二
十
三
日
豆
州
下
田
ニ
入
港

△
下
田
ニ
テ
上
陸
不

△
異
聞
別
録

魯
西
亜
之
部

許
可
ニ
付
丸
木
舩
ニ
テ
沖
ヨ
リ
放
流
セ
ラ
レ

六
月
廿
九
日
中
木
浦
ニ
着
ス

△
韮
山
役
所

△
亜
墨
漂
客
談

ノ
調
ヲ
ウ
ク

△
長
崎
御
番
書
口
書

△
八
月
二
日
江
戸
勘
定
奉
行
所
ノ
取
調
ヲ
ウ
ク

△
嘉
永
六
年
正
月
二
日
若
山
勘
定
奉
行
所

△
漂
流
人
爲
吉
五
人
の
者
申

ニ
引
渡
サ
ル

△
正
月
四
日
郷
里
ニ
帰
ル

口
書

▼
爲
吉
一
行
ノ
米
国
漂
流

△
嘉
永
三
年
九
月
七
日
オ
ア
フ
ニ
着
舩

土
佐
ノ
濡
客
ニ
邂
逅
ス

△
太
郎
兵
衞
手
記
公
儀
往
復

△
十
月
十
七
日
オ
ア
フ
出
帆

翌
年
二
月
朔
香
港
ニ
着
舩
ス

△
肥
後
ノ
庄
藏
ニ
ア
ヒ
世
話

文
書

ヲ
ウ
ク

△
四
月
四
日
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
ニ
テ
六
月
七
日
上
海
ニ
送
ラ
ル

△
十
二
日
乍
浦

△
名
屋
浦
鑑

ニ
ツ
ク

△
嘉
永
三
年
十
二
月
二
十
日
乍
浦
出
舩

二
十
八
日
長
崎
ニ
帰
着

△
翌
年
四
月

△
大
庄
屋
文
書

中
旬
取
調
相
済

△
四
月
二
十
五
日
紀
州
藩
ヨ
リ
受
取
ノ
役
人
来
リ
六
月
二
日
長
崎
発
足

其
他

二
十
八
日
若
山
着

評
定
所
ニ
罷
出

△
六
月
廿
五
日
帰
國
太
郎
ノ
帰
國
ニ
先
立
ツ
コ
ト
凡

六
ヶ
月
ナ
リ

△
漂
流
人
舩
渡
世
禁
止

救
助
ト
シ
テ
一
人
扶
持
ナ
リ

△
後
外
國
ノ
交
渉
逼
迫
ニ
付
夫
々
遠

見
番

藩
ノ
舩
ノ
乘
組
等
ヲ
命
ゼ
ラ
ル(

士
分
ト
シ
テ
苗
字
帶
刀
御
免)



塩
津
浦
岩
吉
ノ
事

△
彦
藏
漂
流
記

７
．
嘉
永
三
年
栄
力
丸
の
米
国
漂
流

(

一

八

五

〇

年

)

△
攝
州
兔
原
郡
大
石
村
松
原
八
三
郎
持
舩

舩
頭
万
藏

十
八
名
乘
組

△
ア
メ
リ
カ
彦
藏
自
叙
傳

(

英
文
ノ
モ
ノ
・
訳
文
ノ
モ
ノ)
△
有
名
ナ
ル
播
州
彦
藏
ナ
ル
者
乘
組

彼
レ
ハ
父
ト
共
ニ
住
吉
丸
ニ
乘
組
シ
ア
リ
シ
モ
紀
州
九

鬼
浦
ニ
滯
舩
中
同
港
ニ
ア
リ
シ
栄
力
丸
ニ
同
鄕
人
多
キ
故
乘
替
ヘ
シ
モ
ノ
ナ
リ

△
播
州
人
米
國
漂
流
始
末

△
嘉
永
三
年
九
月
十
五
日
神
戸
出
帆

十
月
十
九
日
江
戸
着

二
十
二
日
江
戸
出
港

二
十
六
日
浦

△
中
山
太
郎
著
傳
統
ト
民
俗

賀
ヲ
出
テ
難
風
ニ
漂
流
ス

十
二
月
二
十
一
日
米
國
舩
ニ
助
ケ
ラ
ル

四
十
日
全
航
海
ノ
後
サ

△
水
夫
傳
吉
ノ
墓
発
見

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ニ
着
港

嘉
永
五
年
二
月
二
十
一
日
米
艦
ニ
テ
三
月
三
日
オ
ア
フ
ニ
来
ル

東
京
各
新
聞
其
他

船
頭
万
蔵
病
死
ス

△
五
月
中
旬
コ
ゝ
ヲ
発
シ
六
月
初
香
港
ニ
来
ル
庄
藏
ニ
ア
フ

(

乘
組
員
三
名

小
運
送
舩)

△
参
考
文
書
ナ
シ

８
．
文
久
二
年
婁
郡
高
芝
村
佐
藤
治
衞
門
米
國
漂
流

(

一

八

六

二

年

)

△
文
久
二
年
秋
八
月
熊
野
灘
運
航
中
大
風
ニ
漂
流
ス

聞
書
ニ
ヨ
ル

△
某
日
ア
メ
リ
カ
舩
ニ
助
ケ
ラ
レ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ニ
着
舩

△
コ
ゝ
ニ
テ
佐
藤
桃
太
郎
ト
云
フ
日
本
人
ニ
世
話
セ
ラ
ル

佐
藤
氏
ハ
後
進
ト
改
名
東
原
順
天

●

堂
病
院
長
ヲ
セ
ラ
レ
シ
人
云
ヒ
居
レ
リ
？

△
太
地
浦
和
田
金
右
衞
門
手
記

９
．
明
治
十
一
年
太
地
浦
捕
鯨
舩
ノ
遭
難
漂
流

(

一

八

七

八

年

)

△
明
治
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日(

旧
暦
十
一
月
十
二
月
一
日)

脊
美
の
流
れ
の
記

△
脊
美
鯨
ノ
子
持
ヲ
追
ウ
チ
網
ヲ
入
レ
シ
モ
取
逃
シ

黒
潮
ニ
乗
入
レ
漂
流

阿
多
和

三
木
崎
ニ
上
陸
セ
シ
モ
ノ

伊
豆
七
島
ノ
神
都
島
ニ
吹
キ
流
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ

△
生
還
セ
ル
モ
ノ
八
十
名

溺
死
又
凍
死
行
衛
不
明
ノ
モ
ノ
百
十
六
名

△
浅
井
清
徹
手
記

．
明
治
二
十
五
年
勝
浦
秋
刀
魚
舩
ノ
遭
難

(

一

八

九

二

年

)

10

△
十
二
月
二
十
八
日
遭
難
漁
舩
六
十
余
艘

乗
組
漁
夫
七
百
四
十
九
人

行
衛
不
明
ノ
モ
ノ

勝
浦
漁
船
遭
難
記
事

二
百
二
十
九
人

△
田
辺
町
誌

△
乗
組
漁
夫
ハ
縣
下
十
六
ヶ
町
村
縣
外
一
ニ
亘
ル

日
髙
郡
ニ
テ
ハ
八
名
生
存
者
ナ
シ

△
日
高
郡
誌

南
部
町
十
三
名
生
存
者
八
名

比
井
崎
村
四
名
生
存
者
二
名
ナ
リ

△
此
日
天
候
曇
リ
居
リ
シ
モ
浪
ナ
ク
漁
獲
多
ク
昼
過
将
ニ
帰
ラ
ン
ト
シ
テ
西
北
風
ニ
吹
キ
マ
ク

ラ
レ
漂
流
ス

△
八
丈
島
八
重
根
港
及
南
方
ノ
青
ヶ
島

伊
豆
七
島
ノ
御
藏
島
ニ
漂
着
ス

逸
早
ク
勝
浦
ニ
帰
リ
シ
モ
ノ
ア
リ

△
海
軍
省
ヨ
リ
軍
艦
ヲ
派
遣
シ
テ
捜
査
漂
流
者
ヲ
送
リ



帰
サ
ル金

が
か
た
き
ぢ
ゃ
八
丈
島
へ
九
来
五
重
で
流
さ
れ
た

△
紀
州
災
異
年
表

．
大
正
十
五
年
西
牟
婁
郡
和
深
村
ノ
漁
舩
良
栄
丸
米
國
ヘ
漂
着

(

一

九

二

六

年

)
11

△
大
正
十
五
年
十
二
月
八
日

良
栄
丸
十
二
名
乗
組

季
節
風
ニ
吹
キ
流
サ
レ
翌
年
十
月
舩
骸
ノ

ミ
北
米
沙
市
ニ
漂
着
ス

シ
ア
ト
ル

他
國
舩
ノ
紀
州
ヘ
漂
着

異
國
軍
艦
ノ
来
航

附

．

△
續
日
本
紀

１

入
唐
副
使
吉
備
真
備
乗
舩
帰
朝
ノ
漂
着
地
点

△
續
日
本
紀

天
平
勝
宝
六
年
云
々

漂
蕩
者
紀
州
牟
婁
崎

△
紀
伊
續
風
土
記

(

七

五

四

年
)

△
紀
伊
續
風
土
記
ニ
ハ
牟
婁
崎
ハ
太
地
ノ
燈
明
崎
ナ
リ
ト
考
証
セ
リ

△
坂
本
天
山

紀
南
遊
囊

２
．
寛
政
元
年(

或
ハ
三
年
？)
米
艦
大
島
浦
ニ
来
航
仮
泊
ス

(

一

七

八

九

年

)

△
二
艘
水
ヲ
汲
ミ
牧
材
ト
シ
テ
大
島
ニ
テ
樹
木
ヲ
濫
伐
狼
藉
タ
リ

△
南
紀
徳
川
史

△
紀
藩
ヨ
リ
警
軍
ヲ
送
リ
来
リ
シ
モ
出
帆
後
二
日
ニ
テ
後
ノ
祭
リ
ト
ナ
ル

△
木
村
平
左
ヱ
門
手
記

３
．
寛
政
十
三
年
正
月

中
華
通
州

李
長
義
舩
の
日
髙
漂
着

(

一

八

〇

一

年

)

△
正
月
十
日

和
田
吉
原
沖
ニ
漂
着
ス

△
正
月
十
五
日
比
井
浦
ニ
廻
航

△
十
七
日

漂
流
奇
譚

藩
ヨ
リ
儒
者
伊
藤
海
藏
ヲ
派
遣
應
接
筆
談
セ
シ
ム

△
二
十
二
日

塩
津
港
ニ
廻
航

三
月
十
二
日
淡
路
マ
デ
送
ル

△
墓
碑
銘

４
．
牟
婁
郡
周
参
見
浦

左
廷
玉
の
墓

△
安
永
九
年
中
華
南
京
ノ
商
舩
房
州
ニ
漂
着

△
長
崎
ニ
護
送
ノ
途
中

△
万
福
寺
過
去
帳

(

一

七

八

〇

年

)

他
ニ
記
録
ナ
シ
詳
細
不
明

左
廷
玉
ナ
ル
者
疾
ヲ
得
七
月
二
十
二
日
死
去

△
周
参
見
ニ
寄
港
シ
テ
万
福
寺
ニ
テ

葬
儀
ヲ
営
ム

△
藩
ニ
於
テ
同
地
下
山
ニ
墓
ヲ
建
ツ

５

嘉
永
七
年
紀
州
近
海
へ
異
國
軍
艦
出
没

．

(

一

八

五

四

年

)

△
九
月
魯
艦
日
髙
沖
通
過
大
阪
湾
ニ
入
ル

大
阪
ニ
テ
ハ
下
田
ニ
テ
應
接
ス
ル
由
ヲ

△
南
紀
徳
川
史

傳
フ

△
下
田
ニ
向
シ
出
発
ス

△
日
高
郡
誌



コ
ノ
時
ノ
物
々
シ
キ
警
備
只
驚
ク
ノ
外
ナ
シ

△
異
舩
記

△
因
ニ
コ
ノ
魯
艦
下
田
ニ
滯
泊
中
十
一
月
四
日
ノ
津
波
ニ
大
破

幕
府
再
送
ノ
資

金
ヲ
給
ス

紀
州
人
ノ
発
展
開
拓

１
．
有
田
郡
栖
原
角
兵
衛
ノ
蝦
夷
樺
太
ノ
漁
場
開
拓

２
．
下
総
銚
子
九
十
九
里
濱
ヘ
紀
州
漁
民
ノ
進
出

移
住



南
紀
郷
土
学
会
資
料

著
者
不
明

地

名

惑

問

一
、
國

名

二
、
郡

名

中

(

京
都
府)

(

神
奈
川
県)

那
賀(

島
根)

(

徳
島)

(

和
歌
山)
(

那
賀
川
・
那
賀
村
等
も
あ
り)

名
賀(

三
重)

那
珂(

茨
城)

河
内(

大
阪)

(

栃
木)

山
縣(

廣
島)

(

岐
阜)

神
崎(

兵
庫)

神
埼(

佐
賀)

加
茂(

愛
知)
(

岐
阜)

賀
茂(

廣
島)

大
野(

岐
阜)
(

大
分)

(

石
川)

三
、
村

名

朝
日(

旭)

、
大
野
、
山
田
。
八
幡
…
…
…
各
五
十
以
上

小
野
、
田
中
、
矢
田(

八
田)

…
…
…
…
…
明
治
・
大
正
・
共
和



以
下
本
文
…
…
…
字

名

莇
原(

薊

)

筑
後
・
三
備
地
方
に
は(

呰
見)

と
し
た(

處)

も
あ
る

ぢ
ぞ
は
ら

あ
ざ
み

あ

ざ

み

莇
野(

播
磨)

(

遠
江)

莇
地(

周
防)

莇
岡(

陸
奥)

莇
原(

播
磨)

(

尾
張)

前
原(

尾
張)

莇

原(

ひ
ご)

莇

原(

肥
後)

莇
生
田(

越
前)

あ
ざ
み
は
る

あ
ざ
ん
ば
る

あ
そ
゜
ふ

朝
来(

且
来)

朝
来(

且
来)

朝
来

朝
来
帰

(

以
上
紀
伊)

あ

つ

そ

あ

つ

そ

あ

さ

ら

あ

さ

ら

ぎ

朝
来(

但
馬)

朝
来(

丹
波)

朝
来(

豊
後)

あ

さ

ご

あ

せ

く

あ

せ

く

荒
川(

安
楽
川
等)

あ

か

わ

神
母

い

げ神
母
野

御
神
母

神
母
谷

神
母
の
木(

以
上
土
佐)

い
げ
島(

備
前)

(

い
げ)

は(

刺)

の
方
言
と
し
て
各
地
に
あ
り

と
げ

市
野
瀬(

市
之
瀬
・
市
ノ
瀬
・
一
之
瀬
・
一
ノ
瀬)

い

ち

の

せ(

せ)

の
意
味(

瀬)
(

泊)

二
の
瀬
・
三
の
瀬
・
彦
ヶ
瀬

？

(

い
ち)

の
意
味(

一
・
市
・
櫟)

市
野
々


